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古
文
入
門

宇
治
拾
遺
物
語

児
の
そ
ら
寝
（
自
習
プ
リ
ン
ト
）

◇
全
文
を
、
最
低
三
回
、
音
読
し
よ
う
。

◆
要
点
の
整
理

１

次
の
文
の
空
欄
に
本
文
中
の
語
句
を
補
え
。

比
叡
山
の
延
暦
寺
の
僧
た
ち
が
、
あ
る
夜

①

を
作
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た

②

は
、
寝
た
ふ
り
を
し
て
待
つ
こ
と
に
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
僧
の
一
人
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で

③

と
思
っ
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
返
事
を
し
て
は
待
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
そ

う
な
の
で
、
我
慢
し
て
、
返
事
を
し
な
い
で
寝
て
い
る
う
ち
に

④

と
食
う
音
が
し
た
。
我
慢
が
出
来
ず
に
、
だ
い
ぶ
た
っ
て
か
ら

⑤

と
答
え
た

の
で
、
僧
た
ち
は
大
笑
い
を
し
た
。

①
〔

〕
②
〔

〕
③
〔

〕

④
〔

〕
⑤
〔

〕

◆
表
現

１

次
の
語
句
を
、
発
音
す
る
と
お
り
に
平
仮
名
・
現
代
仮
名
遣
い
で
書
け
。

①
か
い
も
ち
ひ
せ
む
（
一
一
・
２
）

〔

〕

②
言
ひ
け
る
（
一
一
・
２
）

〔

〕

③
し
出
だ
さ
む
（
一
一
・
３
）

〔

〕

④
寝
ざ
ら
む
（
一
一
・
３
）

〔

〕

⑤
わ
ろ
か
り
な
む
（
一
一
・
３
）

〔

〕

⑥
思
ひ
て
（
一
一
・
４
）

〔

〕
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⑦
ひ
し
め
き
合
ひ
た
り
（
一
一
・
５
）

〔

〕

⑧
お
ど
ろ
か
さ
む
ず
ら
む
（
一
二
・
１
）

〔

〕

⑨
待
ち
ゐ
た
る
に
（
一
二
・
２
）

〔

〕

⑩
も
の
申
し
さ
ぶ
ら
は
む
（
一
二
・
３
）

〔

〕

⑪
お
ど
ろ
か
せ
た
ま
へ
（
一
二
・
４
）

〔

〕

⑫
言
ふ
（
一
二
・
４
）

〔

〕

⑬
思
へ
ど
も
（
一
二
・
５
）

〔

〕

⑭
い
ら
へ
む
も
（
一
二
・
６
）

〔

〕

⑮
思
ふ
と
て
（
一
二
・
７
）

〔

〕

⑯
寝
入
り
た
ま
ひ
（
一
三
・
１
）

〔

〕

⑰
思
ひ
寝
（
一
三
・
２
）

〔

〕

⑱
食
ひ
に
食
ふ
音
（
一
三
・
３
）

〔

〕

⑲
笑
ふ
（
一
三
・
４
）

〔

〕

◆
読
解

１

次
の
語
の
意
味
を
、
教
科
書
の
現
代
語
訳
で
確
か
め
よ
。
で
き
れ
ば
、
辞
書
で
も
調
べ
よ
。

ⓐ
つ
れ
づ
れ
（
一
一
・
１
）

〔

〕

ⓑ
お
ど
ろ
く
（
一
二
・
４
）

〔

〕

Ⓒ
い
ら
ふ

（
一
二
・
６
）

〔

〕

ⓓ
念
ず

（
一
二
・
８
）

〔

〕

ⓔ
山

（
一
一
・
１
）

＝

比
叡
山
延
暦
寺

。

ひ

え
い
ざ
ん
え
ん
り
ゃ
く
じ
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《
参
考
》
＊
寺
＝
三
井
寺
園
城
寺

。
＊
祭
＝
賀
茂
神
社
の
祭
・

葵

祭
。

み

い

で
ら
お
ん
じ
ょ
う
じ

か

も

あ
お
い

ⓕ
児

（
一
一
・
１
）

＝

学
問
や
行
儀
見
習
い
の
た
め
に
寺
院
に
預
け
ら
れ
た
少
年
。
貴
族
の
子
弟
が
多
い
。

《
参
考
》
＊
童
・
童
子
〔
召
し
使
わ
れ
て
働
く
少
年
。
〕

２

①
「
児
あ
り
け
り
」
（
一
一
・
１
）
、
②
「
か
い
も
ち
ひ
せ
む
」
（
一
一
・
２
）
の
部
分
の
現
代
語
訳
で
補
わ
れ
て
い
る
助
詞
は
何
か
。
ま
た
、
そ
の

働
き
は
何
か
。

①
補
わ
れ
て
い
る
助
詞
〔

〕

働
き
〔

〕

②
補
わ
れ
て
い
る
助
詞
〔

〕

働
き
〔

〕

３

こ
の
話
の
場
所
・
時
間
・
登
場
人
物
を
挙
げ
よ
。

場
所
〔

〕

時
間
〔

〕

登
場
人
物
〔

〕

４

「
児
」
が
心
の
中
で
思
っ
て
い
る
部
分
を
、
本
文
中
か
ら
す
べ
て
抜
き
出
せ
。

〔

〕

〔

〕

〔

〕

〔

〕

〔

〕

〔

〕

〔

〕

＊
ヒ
ン
ト

引
用
の
「
と
」
（
～
と
）
に
注
目
。

５

「
僧
た
ち
笑
ふ
こ
と
か
ぎ
り
な
し
」
（
一
三
・
４
）
と
あ
る
が
、
「
僧
た
ち
」
は
、
誰
の
ど
の
よ
う
な
行
為
を
笑
っ
た
の
か
。

〔

〕
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◆
歴
史
的
仮
名
遣
い

１

古
文
で
使
わ
れ
て
い
る
五
十
音
図
の
う
ち
、
次
の
各
行
を
正
し
く
平
仮
名
で
記
せ
。
な
お
、
必
要
な
箇
所
に
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
る
こ
と
。

２

次
の
傍
線
部
①
～
④
の
読
み
方
を
、
そ
れ
ぞ
れ
片
仮
名
で
答
え
よ
。

色
は
に
ほ
へ
ど

散
り
ぬ
る
を

わ
が
世
誰
ぞ

常
な
ら
む

う
ゐ
の
奥
山

け
ふ
超
え
て

浅
き
夢
見
じ

ゑ
ひ
も
せ
ず
（
い

①

②

③

④

ろ
は
歌
）

①
〔

〕
②
〔

〕
③
〔

〕
④
〔

〕

ワ
行

ヤ
行

ハ
行

ア
行


